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森林保護と私たちのくらし

はじめに

6000万年の歴史を持つ熱帯雨林は今もなお生物

の進化が展開されている。しかしそこに踏みこんだ

人類は既にその２分の１を消してしまった。熱帯雨

林は私たちが考えているよりもはるかにもろい。熱

帯林問題は様々な問題を抱えている。それは南北問

題であり，少数民族問題であり，エネルギー問題で

あり，何より私たちの消費生活を問いかけている。

3０

地球上の熱帯雨林の分布

熱帯雨林とは

熱帯は１年中降雨に見舞われる雨林地域と，乾季

を持つ森林（モンスーン林），ないしは草原（サバ

ンナ）の地域に分けられる。雨林地域は年間降水量

が1600ｍｍから3000ｍｍ以上にも達し，うっそう

とした広葉常緑樹に覆われている。しかし干ばつが

長びいたり，雨が少ないとモンスーン林やサバンナ，

やがては砂漠へと変化する。アフリカやブラジルに

は，かつての熱帯雨林だった地域が人間に伐り開か

れた結果，サバンナになってしまった所もある。

これらの，陸地のたった６％でしかない熱帯雨域に

は世界ですでに知られているすべての生物種の３分

の２が集中している。特に熱帯雨林には500万種が

存在する。これは地球上の全生物の40～50％にもな

っている。南アメリカだけでも科学的に解明されて

いない植物が１万５０００種もあるといわれる。まさ

に未知の食物や薬草の宝庫といえる。熱帯雨林は単

位面積あたりの樹種が豊富で，面積が広がれば広が

るほど樹種も多くなる。これに対し，温帯や冷帯の

森林は区域が広がっても一定以上に樹種は増えない。

多くの人々は熱帯雨林を人跡未踏の「緑の魔界」

と思っている。倒木や伐採などで日光が当たると，

いっせいに植物が伸びようとするので’そのような

所は足をふみこめないかもしれない｡ところが密生

した樹木が屋根を作る森林は，薄暗いが気温は26℃

ぐらいに一定していて暑すぎるということはない。

森には食物をはじめ薪や家を作る材料など，生活に必

要なものを何でも手に入れることができる。このよ

うな森とかかわりながら何千年も昔どおりの生活を

続けている狩猟民もいる。

もう１つ熱帯雨林への誤解は，おい茂る植物から

肥沃な土壌を持っているのではないかということで

ある。温帯では土壌に養分が貯えられるが,熱帯雨

林では有機物の分解が早いため，樹木や草が養分を

吸収してしまう。表土はほんの少ししかない。自然

の均衡によってかろうじて森林を維持しているとい

える。したがってひとたび森林が破壊されると，熱

帯の強烈な日射しと激しい雨で表土は浸食され，固

い粘土層か砂地になってしまう。森林が復元するの

には何百年もかかるといわれる。

熱帯雨林の断面を見ると，樹種が幾層にもなって

いることがわかる。最上層をなす巨大高木は樹高が

40～70ｍにもなり，下枝がなくまつすぐにのびて

いる。これらの木々が商業的伐採の対象になる。
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熱帯雨林のはなし
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アメリカ政府の調査報告書『西暦2000年の地球』

によると，1978年に総面積約11億ヘクタールあった

熱帯雨林が，このままのスピードで伐採が続けば西

暦2000年には６億600万ヘクタールになってしまう

だろうと述べている。データ不足と森林としての定

義が不明確なため，森林面積や減少率は各調査によ

って一定していないが，最も生物の豊かな，低地の

熱帯雨林が最も速い速度で破壊されていることはま

ちがいない。

熱帯林の破壊についてはいくつかの原因があげら

れる。人口増加などによる焼畑農業の拡大や燃料用

木材の伐採，過剰放牧，農地の開墾とプランテーシ

ョン，商業用伐採，森林火災などである。地球的規

模からすれば，焼畑や薪炭用に伐採される森林が大

半を占める。しかし日本向輸出がその70％を占める

アジア。太平洋地域（島しょ部）では商業的伐採が

森林破壊の最も大きな原因だといわれる』'）伐採さ

れる樹種は限られ，商業的価値のある樹木は１ヘク

タールあたり４～５本にしかならない。自然倒木の

ことも考えあわせれば，択伐することで森が再生し

ていくはずであった。それがなぜ破壊の元凶になっ

ているのだろうか。

30ｍはあるものだ､という。ラワンは水に浮き合板も

しやすいが，重い木は運搬も加工も困難なのでたと

え巨大高木であろうと利用されない。

板根の上からチェーンソーを入れると，ほんの数

十秒で樹高50メール以上もある巨木が倒れ，ごう音

とともに日光がさし込む。同時にまわりの木々やか

らみついた植物もなぎ倒されてしまう。大きく枝を

広げていた樹冠部分は切り捨てられ，その場で皮が

むかれる。それを玉切りにし，ブルドーザーで川ま

で引いていくのだ。森に捨てられた木とブルドーザ

ーで押しつぶされた木の総量は伐採された木材の量

をはるかに上回る。切り倒された木でも空洞や虫喰

い，割れなどがあると森や集材所に捨てられてしま

う。伐採された木の64％しか利用されない。

丸太を運ぶために作られた道はほこりっぽく，雨

が降れば泥地になる。やがて熱帯の土壌は太陽の直

射を受けカチカチに固まり，そうなるともう二度と

樹木ははえてこない。川で木材が運べない場合，数

千キロにわたるトラック道路がはりめぐらされる。

利用される樹種は限られているのでそれらを求めて

どんどん奥地に入っていく。雨による泥地を避ける

ため稜線に道路が作られることもある。このような

場合雨が降ると道路脇の斜面が押し流され，地滑り

が起こる。毎年9000ヘクタールの原生林が道路のた

めに破壊される。

また木材伐採やプランテーションのため自分たち

が住んでいた所を追い出された人々は，これらの道

を伝って今まで入ることができなかったような奥地

に入殖することができる。伐採のために作られた道

路は間接的にも熱帯雨林を破壊しているといえる。

この罪は大きい。そして，私たちはこのような道路
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熱帯雨林の危機
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伐採のしくみ

現地での伐採は伐採権のある伐採業者が行う。現

地政府または企業と日本商社との合弁会社が伐採会

社を作っている場合もある。またこれらの会社は輸

出会社を兼ねることが多い。

伐採に適したラワンの場合，理想的な大きさは直

径60～150ｃｍ(平均80ｃｍ）で,板根(2)から下枝まで

(1)ロンドンの国際開発研究所の調査では，東南アジアの熱帯雨林の破壊の75％は直接，間接に木材伐採が原因としている｡

(2)巨大な幹を支えるため根元に張り出した部分。



建設や橋を架けるため，日本のＯＤＡ(政府開発援助）

が使われていることを忘れてはならないだろう。

破壊はすすむ

木材伐採業者のあとにやってきた入殖者によって

森林はとどめを刺される。インドネシアやブラジル

では政府が積極的に開墾と移住を勧め，森林を農地

に転換させている。世界銀行とアジア開発銀行が

"開発援助”を行っているインドネシアの場合，３３０

万人の移民計画（1984～1989）でイリアンジャヤの

熱帯林330万ヘクタールが失われるという。また半

島マレーシアにおいても1966年から1990年までに

466万ヘクタールを伐り開き，142万ヘクタール

を農地にする計画だ。

焼畑農法はそれ自体は自然のサイクルを利用した

もので，森林が育つための十分な時間と限られた広

さなら決して森を破壊することはない。森を焼き，

その灰を肥料にして２～３年作物を作ると別の土地

に移る。１５年から20年もするとその土地には再び木

が育ってくる（二次林)。それを燃やしまた畑にす

る。何回かそんなことを繰り返すうちに土地がやせ

てくる。やがてそれらの土地は見捨てられ，農民た

ちはまったく新しい土地に移動していく。

伐採が小規模に留まっているうちは時間をかけれ

ば森は復元することができた。しかし開発の専門家

や政府による大規模な人殖の場合，森は壊すにまか

される。入殖者には経済的効率しか念頭になく，一

度に広大な森を焼き払ってしまう。復元力を失った

森は荒廃し，やがて表土の流出を招く。このような

焼畑農法はたしかに森林破壊の最も重大な原因であ

るといえる。しかしその背景には第三世界の人口増

加とそれを入殖によって“解決，'せざるを得ない途

上国側の事情がある。

シエラクラブ（アメリカの自然保護団体）では世銀の
開発による森林破壊を取りあげている。

1982年，アマゾン縦断ハイウェイをアマゾン上流

のロンドニア州にまで延長し，原生林を開拓すると

いうプロジェクトが始められた。これにも世銀が

5000億ドルの借款をした。結果は20万人の入殖者の

積まれた新聞紙やダンボールをよく見る。このよう

な中でいくつかの団体は自分たちで故紙を回収し，

資源として活用している。

プロジェクトによってもたらされたものはブラジ

ルの債務だけであった。途Ｈ宝I側が抱えている問題

の解決は急がなければならないが，辛抱強く森との

調和を考えながらの開発でなければ結局すべてを失

ってしまうということだ｡日本政府もこれから援助

大国を目ざそうとしているが，税金が水泡にならな

いように私たちは監視しなければならない。

入殖者が去った土地にはもう草しかはえなくなる。

大企業や大地主がその土地を手に入れ，牛の放牧に

使う。1980年のアメリカ議会の報告によれば，中央

アメリカの熱帯雨林の４分の１以上が牛の放牧地に

なり，これらの牛肉はアメリカのハンバーガーやフ

ランクフルトソーセージになっているという。

破壊ガﾐもたらすもの

熱帯雨林の破壊の影響は計り知ることができない。

まずその森に棲む動植物が絶滅の危険にさらされる。

熱帯雨林の生物は種類は豊富でも個体数は少なく，

ある特定の地域にしか生棲しないものが多い。それ

らは相互に依存しあっているので，バランスが崩れ

ると生きてゆけなくなる。

熱帯雨林はまた実に多くの食糧品の原産地でもあ

る。たとえばちょっと考えただけでも，コーヒー，

茶，カカオ，バナナ，ココナツ，オレンジ，アボガ

ド，パパイヤ，こしょう，などを挙げることができ

る。制がん剤や白血病の薬もこれらの熱帯植物から

発見されているが，もし熱帯雨林が失われてしまっ

たらまだみつかっていない食用植物や薬も永遠に私

たちの前から消えることになるだろう。

熱帯雨林は私たちのように遠く離れた所に住む者

にとっては，動植物の宝庫，あるいは木材の供給地

にしか映らないかもしれない。しかし森で生活する

人々にとってはそれは生活のすべてだ。森の木で家

を作り屋根を葺く。森や川で動物や魚を獲り，小さ

な開墾地でキャッサバやバナナを作る。森が与えて

くれる食糧は，同じ土地で牛を放牧するよりもはる

かに豊かだ。ところが森に伐採業者や入殖者がやっ

てくると，森はメチャメチャにされ，やがては追い

Trial＆Error７０ －４－
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られた。干ばつは木を伐りすぎたせいではないかと

思われたからだ。

森林の減少はさらに異常気象を招くともいわれて

いる。二酸化炭素が増加すると地上から逃げていく

熱を遮断する（温室効果）ので地球の温度が上昇し，

南極や北極の氷が解けるという説である。樹木は光

合成によって二酸化炭素を吸収し，酸素を排出する。

アマゾンの熱帯雨林は地球の30％の酸素を供給して

いるともいわれている。樹木は燃焼されると自ら二

酸化炭素を発生するので，森林の破壊は二酸化炭素

の増加を倍加させる。年ごとに二酸化炭素濃度は上

昇している。

出されてしまう。

木材の伐採は直接そこで生活する人ばかりでなく，

遠く離れた人々にも影響を与えている。山奥で伐り

出された丸太は川に流され，下流に運ばれる。丸太

は土手を削り，川底をかき回し，土砂を海にたい積

させる。その土砂は河口を塞ぎ，さらに珊瑚礁を窒息

させてしまう。珊瑚礁は魚が産卵する所なので，漁

業は多大な影響を受ける。

また川の側にある集材所では丸太が虫喰いにあわ

ないように殺虫剤や殺菌剤がまかれる。その化学薬

品が川を汚染することにもなる。この薬品で時には

魚が死ぬこともあり，流域の人々は魚をとって食べ

ることができなくなる。

熱帯雨林が最も人々に与えている恩恵はその保水

効果であろう。降った雨は土壌に吸いこまれ，樹木

に蓄えられる。それが植物の蒸散作用により再び水

蒸気となって大気中に帰される。森林がなくなると

雨水は急流となって土砂崩れや洪水を起こす。さら

に広範囲に森林が破壊されると，大気中に帰る水蒸

気が少なくなり雨が降らなくなる。マレーシアのサ

ラワクやネパールでは森林破壊のため洪水と干ばつ

を繰り返している。ＪＶＣが復興プロジェクトを行

っているエチオピアでもまず木を植えることが考え

日本での熱帯材の消費
日本での熱帯材（南洋材）の消費は第２次世界大

戦中の国内林業の壊滅と戦後の高度成長建築ブーム

が引き金になって急激に伸びた。１９６５年に930万ｍ３

の丸太輸入高が翌66年には1211万ｍ3,1970年には

2000万ｍ3を超えた。1984年は1294万ｍ3で66年以

来最も低い数字だったが，世界の総輸入量の４０％

以上になる。日本は熱帯雨林の破壊に無関係とはい

えないのだ､。

日本に輸入された丸太は８０％が合板にまわされ，

日本の南洋材輸入（1975-1985） 南洋材産地別輸入比率
1札位:数侃1,000,3

比率％

単位：１０００，３
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(写真提供「地球の友」）出所:日本南洋材協議会
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合板の30～40％はコンパネに使われる。
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森を守るために

今年の３月，横浜で開かれたITTO(3)(国際熱帯木

材機関）の理事会に出席したマレーシアのフリーザ

イラー事務局長は「木材輸出をストップするわけに

はいかない。雇用の問題もあるし，外貨収入が減っ

熱
帯
雨
林
は

か
け
が
え
の
な
い
森
だ

（
写
真
提
供
「
地
球
の
友
」
）

残りの２０形が製材になる。日本は他の消費国に比

べて丸太輸入の割合が高い。しかし輸出国が丸太禁

輸措置をとってきたため，漸時丸太が減り合板が増

えてきている。日本で消費される合板の30～40％は

コンパネといってコンクリートの基礎固めに使われる。

現在自然保護団体などでやり玉に上げられているの

がこのコンパネだ。以前は松材が使われていたが，

木目が出やすいため今はほとんど見かけなくなった。

南洋材合板の方が木目もなく安くて耐久性があると

いうのだが，果たしてそうだろうか。実際に建築現

場ではせいぜい多くても５回までしか使えないとい

う。コンクリートからはがしたり，持ち運んでいる

うちに傷んでしまうためらしい。それにいろいろな

大きさに切るので，一度使ったものは二度と使えな

い。実は南洋材合板より丈夫な樹脂加工した針葉樹

合板（スウェーデン製）もあるが，価格が高いため

現在はあまり輸入されていない。

合板のコンパネ以外の用途は内装用床材，ダンス

の裏側，ひき出しの底板，輸出用大型製品梱包用木

箱などである。

パプアニューギニアやマレーシアから輸入される

チップも問題になっているが，これらはダンボール

や薬品加工して印刷用の紙になる。よく話題になる

割り箸はフィリピンやインドネシアでも作られてい

るが，ほとんどは中国の柳製であった。

これらの熱帯材のほかに，日本では毎年1200万

ｍ3の米材が輸入され，国内材は1850万ｍ3(1985年）

製産される。日本は地理的，歴史的に東南アジアに

関係が深く，熱帯材への依存度が高い。

円高で外材の下がったことや，底をついていた住

宅着工数が建て替え需要などで，上向いてきたこと

から，今後も木材の輸入は増え続けるだろう。ただし

熱帯材の丸太は原産国の規制もあって横ばいか減少

の傾向にある。熱帯材の枯渇については業界も危機

感を持っていて，将来は合板輸入か針葉樹に切り替

えざるを得ないと思っている。しかし熱帯材がなく

なってから方向転換したのではもう遅い。

てはこまる」自然保護団体に対しても「不可能なこ

とを要求しないでほしい。熱帯雨林の開発は必要だ。

それをどこまで環境保護していくかということだ」

と言った。これは熱帯雨林問題の複雑さを示してい

る。熱帯雨林は住民の生活の場であるとともに原産

国の重要な輸出品目の産地となっているからだ。輸

出品として熱帯材は伐り出さなければならない。し

かし保護しなくては伐りつくしてしまう。熱帯雨林

は伐りつくしたらもうおしまいだ。替わりはない。

熱帯材に頼らざるを得ない国のジレンマがある。

果たして自然保護と森林開発が両立するものなの

か。熱帯雨林の研究は始まったばかりで，ラワンな

ど伐採対象の木々の植林には成功していない。たと

え植林できたとしても伐採のスピードは木の生長を

待ってくれないだろう。タイやフィリピンのように

めぼしい森林を伐りつくしてしまった国もある。木を

植えることよりも伐らないこと，伐採のスピードを

落とすことの方が重要だ。研究の成果を見るまでに

森がなくなることもありうる。

それにしても今まであまりにも人々は植林を怠っ

てきた。インドネシアやフィリピンでは伐採のあと

に植林を義務づけているし，マレーシアのサバでは

植林助成金を輸出業者は支払わなければいけないこ

とになっている。しかし植林が実行されたかどうか

はわからない。「植えたことにしてカネを握らせた」

こともあったという。

これまで植林されたのは先進国の消費用に作られ

たプランテーションである。ユーカリやアカシアな

どの早生種が植えられたが，これらは紙パルプの原

材料にしかならず，住民の生活には役に立たなかっ

た。また早生種は土壌を傷め，単一栽培（モノカル

チャー）は干ばつや火災にも弱い。植林は誰のため

に何を植えるかを考えなければならない。ＪＩＣＡが

行っているインドネシアのアグロフォレストリー(4）

はよい結果を出しているようだ。しかし東南アジア

に熱帯材の80％を依存している日本の林業協力はま

だまだ少ない。総額7000万ドルとスウェーデンの９

分の１で，伐採に比べて森林保護への関心は低い。

パプアニューギニアの場合，植林を伐採業者に義

－６－

(3)熱帯木材の保護と安定供給のため批准されたITTA（国際熱帯木材協定）の実施機関。本部は横浜。

(4)住民はチークの植林とひきかえに，苗木の間に２年間だけ作物が作れる。

Trial＆Error７０



務づけている。フィリピンやマレーシア，インドネ

シアの現状を目のあたりにしたことと，熱帯雨林の

保護に熱心なオーストラリアの影響によるものだ。

日系企業も４社のうち３社が植林を行っている。そ

のうちＳＢＬＣ社は日商岩井が75％，パプアニューギ

ニア政府が２５％出資している合弁会社である。伐採

する一方で植林にも力を入れており，植林面積は今

年で3000ヘクタール（500ha/年）になるという。

樹種はカメレレ（ユーカリ科）という在来種で20年

もすれば樹高60ｍ，直径70ｃｍにもなり製材に利用

されるという。今後30年は植林を続けられるようプ

ロジェクトの延長を申請しているが，将来植林木が

伐採木に替わることができるかどうかはわからない。

この計画に成功すれば，それ以上原生林を伐らなく

てもすむのだが。

植林がその成果を見るまでには，どんなに生長の

早い早生種でも２０年や30年はかかる。私たちが今

すぐできることは熱帯林の消費を控える。輸入量を

控えることではないだろうか。熱帯林行動ネットワ

ークでは熱帯雨林の伐採に関する倫理規定を作るよ

う政府に働きかける動きもある。熱帯材は建築用合

板やステレオやテレビのキャビネットなどに使われ

ているので，消費者が選択して不買運動をするのは

難しい。せめて木や紙の浪費は避け，できるだけ再

生して利用するよう心がけたい。「紙は針葉樹ででき

ているんじゃないか」という人もいるだろうが，使

い捨ての生活を改めない限り，、熱帯雨林を守る〃

意味がない。私たちのぜいたくが知らず知らずのう

ちに熱帯雨林を破壊し，そこで生活する人々の生活

を奪ってきたのだから。

熱帯雨林は林業経営で成り立っている木材供給地

とは違う。そこに住む動物や人々にとってはかけが

えのない森なのだ。マレーシアのサラワクに住む狩

猟民，プナン族等の人々は森を自分たちの手に取り

戻すため，とうとう実力行使に出た。サラワクはサ

バ州とともに日本が輸入する熱帯材の６０％を担って

いる。彼らは木材運搬道路を封鎖し，州政府に対し

伐採を即時停止するように要求している。プナン族

が生活する森はどんどん破壊され，今彼らが住める

のはトゥトー川とリンバン川の間にわずかに残され

ているにすぎない。彼らがほしいのは補償金ではな

く，昔どおりの森なのである。彼らの土地をそのま

まにし，伐採を中止することはそんなに難しいこと

なのだろうか。

この５月になって，日本においても市民団体等が

－７－

彼らを支援し，伐採中止を要請するキャンペーンを

始めた。戦後日本人は自分の生活に精一杯で，他人

のことなどおかまいなしに経済発展させてきた。熱

帯材もエビやバナナと同じ意味を持っている。自分

たちの使う木材がどこからやってくるのか考えたい。

森に生きる人々にも自分たちの生活を守る権利が

ある。彼らの声を補償金などで封じようとせず，も

っと謙虚に聞くべきではないだろうか。

おわりに

故紙のリサイクルは，輸入材が円高で安くなった

ことなどから以前ほど回収率は高くない。回収業者

がめったに来なくなり，燃えるゴミとしてうず高く

積まれた新聞紙やダンボールをよく見る。このよう

な中でいくつかの団体は自分たちで故紙を回収し，

資源として活用している。

たとえば生活クラブ生協（03-425-0111）では，

組合員が１カ月に１度古新聞（広告とは分類する）

を回収し，山梨県のトイレットペーパー屋さんに引

きとってもらっている。その分安くトイレットペー

パーを購入するそうだ。またＪＶＣのソマリアプロジ

ェクトに古本フェアの売り上げ金を寄付した中部リ

サイクル運動市民の会では，毎週土，日曜に名古屋

周辺のスーパーやデパートの店頭で牛乳パックの回

収をしている。牛乳パックはかなり上質のパルプで

できており，はがきや名刺にも再生できる。そのほ

かにパック連（全国牛乳パックの再利用を考える連

絡会）など，牛乳パックの回収を専門とする全国的

な組織もある。

ゴミも分類すれば資源になるがまとめて捨てれば

ただのゴミだ。地球をきれいに使うのはとても大変

だ､が，町田市のように分別ゴミ収集（可燃ゴミ，不

燃ゴミ，ピン，カン，有害ゴミ，資源ゴミ，粗大ゴ

ミ）を５年前から実施しているところもある。この

ような分類も市民の間にはすっかり定着したという［

先進国は先に得たもの勝ちで地球の資源をどんど

ん食いつぶしている。パイは限られた分しかない。こ

れではあまりに不公平だ。長い目で見れば，私たち

にはものの浪費を抑え，資源をリサイクルすること

しか生きのびる道がないのだと思う。

中部リサイクル運動市民の会

〒461名古屋市東区東桜２－１５－２０光ビル２Ｆ

ＴｅｌＯ５２（931）４０００
パック連

〒401大月市御太刀２－１O平井方

ＴｅｌＯ５５４（22）３６１１
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-木材伐採の現場

逗
僻

講演「アジアの森ど人々」
ラジェスワリ・カニアさん

去る３月３日，講演会「アジアの森と人々」が

開催された。当初は，サラワクで自然保護運動を

続けるハリソン・ガウ氏が来日する予定であった

が，現地の情勢が緊迫，急拠，半島マレーシアの

ラジェスワリ・カニアさんが来日，講演を行った。

同氏はマレーシア地球の友，ペナン消費者協会な

どで活動する一方，サラワク問題で先住民を守る

ため，弁護士としても活躍している。なお，この

報告は，同氏の講演（英語）から直接ではなく，

当日会場で通訳されたものをまとめたことを，あ

らかじめお断わりしておきたい。（編集部）
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の舟ももちろん木製です。他には交通手段がないた

めに，舟による運搬は非常に重要です。舟もたくさ

んあります。しかし，森林破壊が進むと，土壌の侵

食が引き起こされ，土や泥が川に流れこみ，川の航

行がむずかしくなります。

川底に土砂がたまって浅くなったり，急流が増え

たりするわけです。急流の連続で危険な川もあれば，

土砂が堆積して通れなくなった川もあります。

また彼らは，生活必需品も森に依存しています。

藤でマットやバスケットを作ったりするのです。

このスライドは，サラワクの狩猟民，ペナン族の

家族です。ペナン族は狩猟だけで耕作の習慣があり

ません。魚や猪，鹿などを獲り，野草をつんで生活

しています。彼らが，森林伐採によって，一番痛め

つけられてると言えます。政府は他の種族のように，

１カ所に定住するように強制しているそうですが，

彼らにとっては，考えられないことで，定住すれば

種族が絶えてしまうかもしれません。

焼畑農業では森林破壊は進まない／

最初に，日本に招いていただいたＪｖｃの方々，ま

た，ここに来ていらっしゃる方々に，感謝の意を表

わしたいと思います。でも，日本は寒いですね…。

さて，今日の会は形式ばらず，分かりやすい会に

するために，スライドをお見せしながら，いろいろ

お話することにしましょう。

(編集部注。Ｔ/Ｅ読者は当然のことながら，スライ

ドを見ることができないので，以下，普通の講演風

に，多少，表現を変えてあります）

1985年には，マレーシアから886万ｔもの木材が

輸出されましたが，そのうち534万ｔが日本向けで，

全輸出量の６０％になります。

森林破壊は焼畑農業が原因だという，誤まった考

えの持ち主が多いのですが，このスライドは焼畑農

業がいかに自然と適応し，溶けこんでいるかを示す

ものです。それ以外でもサラワクの先住民たちは，

現在，生活のあらゆる部分を見直し始めています。

その一方，金儲けのため，どんどん樹木が切られ，

彼らは以前より狭い土地に住むことを余儀なくされ

ています。その結果，土地の養分は減り，収穫量も

落ちています。焼畑農業は，広い地域のなかで巡回

すれば，一度耕された土地も，ふたたび戻ってくる

ころには，完全に再生されているのですが……。

サラワクの人々にとって，木は重要な意味を持っ

ています。彼らにとって，森林が破壊されるという

ことは，生活自体が破壊されるということです。

たとえば，彼らは物を運ぶのに川を使います。そ

伐採は川を殺し，生活を破壊する

伐採の最初に，道路をつけるための木が切られま

す。美しい風景のなか，自然とは無関係に，むきだ

しの地面が，まっすぐのびていきます。雨が降れば

土砂は流れ，川を汚します。その結果，住民にとっ

て最大の蛋白資源である魚は減り，飲み水や体を洗

う水さえ不足することさえあるのです。

道路をつけるために入ったブルドーザーやローラ

ーは，両側の木の根を傷つけ枯らしていきます。ま

た道路を作る人たちのキャンプ地のためにも，森林

は伐採されます。

次の段階が本格的な伐採です。沼地など機械力が

使えないところでは，原住民が伐採，運搬しますが，

－８－



人力の現場は危険がいっぱいです。事実，しばしば

事故が起こりますが彼らには何の保障もありません。

それどころか，医療費さえ出ないのです。

また，未舗装のデコボコだらけの道を，ブルドー

ザーやローラーが行き交います。運転手の賃金は歩

合い制ですから，時には時速80キロで飛ばし，また

こぼれおちんばかりも材木を積みます。

さらに，トラックに積む前に，樹皮をはぐ作業が

あるのですが，鋭い刃物で自らを切ったり，丸太か

ら落ちたりする事故が絶えません。

伐採時の直接的被害だけではありません。ランを

とっていた地域で，ランを保護していた木を切った

ため，ランがとれなくなるという被害もありました。

伐採用の機械の運搬のため，耕地が踏み荒された村

もありました。

また伐採された木も搬出されるのは，輸出向きの

ものだけで，細い木，枝，皮などは，そのまま川に

捨てられ，川を汚し，川岸の侵食の原因になります。

このような乱暴な生活破壊はなぜ起こるのでしょ

うか。その原因のひとつは，州政府が無責任に許可

を出していることです。政府独自ではなんの事前調

査もしていません。一応，住民の同意書が必要にな

ってはいますが，甘い話を持ちかけたり，ウソをい

ったりして，サインをもらっています。そして一度，

同意書を集めて許可を得ると伐採地区の住民に対し

てなんの保障もないなど，伐採業者に有利な条件で，

強引に作業がすすめられます。

陸の孤島で苦闘する現地の状況は

スライドはこれで終わりです。これからは，サラ

ワクでの環境保護運動の問題点を話しますが，最大

のものは地域から地域への移動がとても困難なこと

です。交通は川を利用しますが，川筋が違えば移動

に時間がかかりますし，森のなかを行くのはさらに

大変です。

私は今日，ここにくる予定だったハリソンさんと

いう現地の活動家と，１月の中旬，ある村に行きま

した。その時の話をしましょう。

まず，空港からマルディというところまで行くのに，

急行ボートで２時間半かかりました。マルディからロ

ング・ラマというところに行ったのですが，商業用

急行ポートでさらに２時間半，そこから，木材伐採

用の道路をジープにのって５時間，遊園地のジェッ

トコースターのような坂道を，ほこりまみれになり

ながら時速80キロで飛ばすドライブです。遅くなっ

－９－

て宿泊地ペナンに到着，翌朝，１０時30分に目的地，

ロング。サリダンに向かって舟に乗りましたが，着い

たのはなんと夜７時半。その間，ず一つと舟に乗っ

て３２もの急流を越していきました。

ロング。サリダンには，４～５軒のロングハウス

があり，200～300人が住んでます。それぞれのロ

ングハウスには，１人ずつチーフがいるのですが，

集まったのは彼らです。彼らの話では３つのことが

話題になりました。

まず，同意書へのサインですが，ほとんど強制的

だったそうです。それにそのとき知らされたことと

現実は，全然違っていました。

もし彼らが伐採を実力で阻止しようとすると，会

社は警察に知らせます。警察は会社の味方ですから，

彼らを半日あまり拘留してしまいます。すぐに釈放

するのですが「邪魔するな」というばかりです。

さらに，政府に自分たちが依存する森林を保護区

にするよう申請したそうです。しかし，政府からは

なんの反応もないようです。マレーシア地球の友で

は，彼らに裁判を起すようにすすめました。

私たちは政府に対しても，伐採によって森林が減

少している現在，森林保護区を設定するように求め，

申請を理由なく無視したことに抗議しています。

翌日，私たちは第５地区のフロム・アピールとい

うところにいきましたが，そこへは川が通じていま

せんでした。そこで，私たちは伐採のために作られ

た道を進んだのですが，ちょうど雨がふって，道路

がどのような影響をおよぼしているか，実施調査の

ようなかたちになりました。

いったん雨がふると，道はドロドロになり，それ

まではいていた，つっかけでは歩けません。私たち

は杖をついてはだしで，２時間半も歩いて最初のキ

ャンプにたどりつきました。

そのキャンプからはジープにのり，５時間もかか

って，ドンデンパ・ビレッジに行きました。そこで

も話し合いをもったのですが，その内容は前日でた

こととほとんど同じでした。

このあと質疑があり，サラワクに行ってきたばか

りというイギリス人の出席があり，彼と講演者によ

って，現状が補足された。それによると，現在，伐

採業者と住民による対立が頻発しているが，政府は

その原因を外国人のあおりとみなしている。サラワ

ク州政府は，観光客をふくめたすべての外国人のし

めだしをはかっているということである。

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７０



一木材輸入の現場

新木場を訪ねて

戦後復興と南洋材

近ごろ森林についての記事や論議などをよく耳に

する。日本国内では知床国有林の伐採，海外ではマ

レーシアのサラワク州，サバ州における乱開発など

がそうだ。そこで世界的に問題となっている南洋材

についての基礎知識を学ぶため，江東区新木場にあ

る東和木材(株)社長井上さんにお話をうかがった。

東和木材では，取扱いの３分の２が南洋材で３分

の１が米材だ。また南洋材のうちその半分が製材品

として輸入されたもので，残りは丸太である。それ

らを加工して販売したり，小売り店や建具メーカー，

問屋さんに売っている。東和木材のように南洋材を

主体として扱っている会社は，東京で45社，日本全

体で182社ほどあり，他に小さいところもたくさん

ある。

南洋材とは，フィリピン，インドネシア，マレー

シア，ＰＮＧ(パプアニューギニア)，シンガポール，

ソロモン諸島，ブルネイの７カ国（地域）で産出す

る木材のことを指す。まずはその用途や歴史につい

て伺った。

南洋材の用途は，建物の中の内装や窓枠，家具で，

なかには柱などにも使われる。日本の場合南洋材が

入るまで，建築材は主に杉が使われていた。南洋材

が現在のように使われるようになったのは第二次大

戦後らしい（一部は戦前にも使われた)。南洋材が

日本で使われるようになったとっかかりは，製材で

はなく合板であった。戦後の経済復興のため，輸出

産業として合板工場が政府の輸出奨励策に伴って急

激に伸びた。そのときの原料として南洋材が適して

いたのだ。

このように初めは輸出合板用に大量に使われ，や

がて徐々に内需の面にも向けられるようになる。「実

際使ってみると，非常に使いやすく，節目もないし，

きれいだ」ということと，コスト的にも杉などの国

内の針葉樹よりも安かった。また原産地においても

港を作る必要がなく，山から木を切ってちょっとし

た入江に出してきて船に積むというように，南洋材

は非常に伐採しやすい条件にあった。

半導体のかたきは木材で

去年（1986年)の木材需要量の65％は輸入材，残

りが国内のものだと言われている。林野庁では，こ

の割合を逆転させたいようだが，「半々ぐらいになれ

ばいいほう」と井上さんは言う。行政側としては，

これまでなるべく国内材を使わずに，外国から丸太

を持ってきて，日本の荒廃した山林を回復させると

いう方針をとってきた。それが，今日，米がたくさ

んとれるのと同様に，国内の木を切れるようになり，

国産材を使ってくださいというときには，国産材ば

なれになっていたのだ。

工場で製材するためには，生産性の良い太さの木

というものがある。そうなるとどうしても米材とか

北洋材（ソ連材）になってしまう。その上コスト面

でも国内材はかなわない。例えば，北海道から東京

へフェリーを使って運んでくるものと，カナダから

日本に運んでくるものとはあまり差がないそうだ。

井上さんは「今，最もポピュラーな米ツガの値段は，

国から助成金をもらって切っている日本の間伐材と

比べてどっこいどっこいだ」という。

一方アジアから運ばれてくる木材（製材）の価格

はほとんどが税金だ。輸出価格の30％が輸出税，ま

た日本でのＣＩＦ（運賃。保険料込みの価格）の10％

が税金だという。

丸太の場合，立木の価格のほかにコンセッション・

フィーという権利金を相手国政府に納めなくてはい

けない。コンセッション・フィーとは，機材を導入

して，道路を作り，輸送機材の償却までを含む値の

ことをいう。だから南洋材丸太の場合，コンセッシ

ョン・フィー，労務コスト，船コストそして日本に

来てからの荷役コストなどがかかり，その上に税金

がかかる。

最近の１ドル140円を割るという円高ドル安は，

どのくらい木材の価段に影響を与えているかを聞い

てみた。

「円高で潤うのはだいたい産地側と日本の建設業者

などで，仲介業者はその恩恵にあやかれない。その

理由は，円高で木材の単価が安くなった分輸入量が

増加する。その上産地側から輸出圧力がかかってさ

らに入荷量がふえる。輸入業者は薄利多売に走るの

Tria1＆Error７０ －１０－
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南洋材原木の流れ
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(東和木材提供）新木場に積み上げられた東南アジアからの製材

で価格はいっそう安くなる。従って出荷cＺ 般の人には買えないものになり，それでしかたなく

集成材で作ったものを買うようになったのだと思う。

井上さんはフィリピン，マレーシア，インドネシ

アなど，年平均３回ぐらい現地に足を運ぶ。そこで

現地の状況について聞くと，「フィリピンのダバオは

日本人の入植者が町を発展させた。日本がどんどん

木材を買ったときには現地の人も潤って，ある程度

豊かな生活をしていた。しかし今は，丸太輸出を禁

止したり，また資源の枯渇などによって治安が悪く

なっている」と答える。木を切るから治安が悪化し

たのか，それとも日本が買わなくなったからなのか，

悪化の原因を決めつけることはできない。

で価格はいっそう安くなる。従って出荷の増えた産

地側と価格が安くなった建設業者などが得をする」

という図式になるそうだ。

去年（1986年)，日本が向こうで買いつける木材

の現地価格は，史上最高価格を出している。木材を

売る側は輸出欲が旺盛で「もっと買え，もっと買え」

とせまってくる。それを扱う日本の材木屋は，たく

さん押しつけられて「半導体のかたきを材木で取ら

れている」と井上さんは言う。

南洋材のゆくえ

日本国内における南洋材の需要は建築用としては

減少している。近ごろは構造材自体の需要が減り，

市場自体が小さくなっているのに安い米材，北洋材

がはいってくる。そうなると．その市場が国産材の

方に影響を与え，南洋材にも影響を与える。国産材

ほどではないが南洋材も値を下げている。

南洋材の使われ方も変化しつつある。例えば集成

材＊だ。日本人の感覚では集成材というのは高級品

だというイメージがない。逆に無垢のものの代用品

としてとの考え方が強い。また集成材は手間はかか

るが，コスト面ではそれほど高くない。昔，テーブ

ルに使われた板はラワン１枚でとれたが，コストが

かかる。それに比べ，集成材で作ったものの方が，

デザイン的にもおもしろいし，人気がでてきている

みたいだ。

井上さんはこの傾向について「木材というものは

高度に加工したものがいいかというとそうではない。

むしろ木材としての商品価値は落ちていくんじゃな

いか」と言う。確かになるべく自然の状態に近いほ

うがいいだろう。しかしそのようなものは高くて一

取材が終り，井上さんに駅まで送ってもらった。

その車の中で，ＮＨＫのテレビでも放送された「炎

熱商人』の話をした。なんと井上さんは小説のヒン

トになった昭和46年秋にマニラで起った事件の関係

者を知っていた。小説の中にでてくる誠意と'情熱に

あふれた小寺のような商社員が実際にいたのだ。し

かし最近は彼みたいな人物は「少なくなってきてい

る」と井上さんは残念がる。

事件のあった昭和46年ごろは，まだフィリピンか

ら来る南洋材･は全輸入量の３割を占めていた。わず

か数年でフィリピンのめぼしいラワンは伐りつくさ

れ，今舞台はマレーシアのサバ，サラワクに移って

いる。小寺の理想とはうらはらに，根こそぎ収奪が

いっそう激しくなっている。（正木幹生）

*ひき板や小角材などを繊維方向を平行にして，長さ，

幅，および厚さの方向に集成，接着した材料のこと。



行動する自然保護グループ

熱帯林行動ネットワーク
（JapanTropicalForestActionNetwork/ＪＡＴＡＮ）

〒150東京都渋谷区桜丘９－１７

親和ビル５０１

ＴｅｌＯ３（770）６３０８

今年の３月２２日，２３日に横浜でITTO（国際熱帯

木材機関）の理事会が開かれ，各国の自然保護団体

が最大の熱帯材消費国の日本に集まった。「熱帯林

行動ネットワーク」は，この機会に熱帯林の現状を

大ぜいの人に知ってもらい，熱帯林保護のために実

動しようと，自然保護団体，消費者団体，海外協力

団体などで作ったグループである。ＪＶＣもエチオピ

ア事業担当の加納妙が参加した。

これまで日本でもいくつかのＮＧＯが熱帯林に関

心を持ち，地道に活動していたが，世論を盛り上げ

るまでには至っていなかった。まず２月から３月にか

けて連続講座「ジャパン・コネクション／アジアの

熱帯林と日本人」や「国際熱帯林シンポジウム」を

開き，熱帯林問題をアピールした。これらの催しは

かなりの反響を呼び，どの会場もほぼ満員の盛況だ

った。

現在活動は第２ラウンドに入っている。組織を再

編成し，会員制もとり入れた。広報用キッドの作成

をしたり，熱帯材貿易を調査して出版するなどプロ

グラムのアイデアはいくつかあるが，悩みは何とい

っても資金不足だ。欧米の何万人もの会員を擁する

自然保護団体とは比べようもないが，少しずつ会員

を増やし，安定した活動ができるようにしたいとい

う。しかし，熱帯林問題は単なる自然保護運動では

なく南北問題もからんでいるので，企業に訴えかけ

〆

／

、

ＪＡＴＡＮからのお知らせ

●署名運動に協力して下さい

ＪＡＴＡＮではサラヮクの先住民支援のための

署名運動を行っています。彼らが彼らの森で今

までどおりの生活を営むことができるように，

サラワク州政府当局にこれ以上の森林伐採を停

止するよう請願しています。どうか皆さんもこ

の署名運動に協力して下さい。またこの署名運

動および彼らの抗議行動を支えるためのカンパ

も募っています。

郵便振替口座東京3-153891

加入者名熱帯林行動ネットワーク

るのはなかなか難しい。また日本人の森林に対する

関心も国内に片寄りがちだ。

事務局長の黒田さんは「今まで日本の保護団体は

国内の問題に手いっぱいで，海外にはあまり目が行

かなかった。また日本の影響の大きさにも気づいて

いなかったが，もはやそれだけではすまされなくな

っている。日本のＯＤＡや日系企業が現地社会に大

きなインパクトを与えていることに気がつかなけれ

ばならないし，関心を持つことは義務だと思ってい

る。これからは国内の自然保護団体にも呼びかけて

運動を広げていきたい」といっている。

昨年９月，マレーシアのペナンで「第三世界森林

資源危機会議」が開かれ，非難は日本に集中した。

日本のＮＧＯについても，どうしてだまって見てい

るのか，いったい何をしているのかといわれた。熱

帯林行動ネットワークはそれらの批判に応えたもの

で，内向きだった日本の市民運動を外に向けた数少

ないＮＧＯの１つである。

現在専従スタッフは事務局長の黒田洋一さんだけ

で，あとは結成時に集まった各ＮＧＯの有志とボラ

ンティアが働いている。５月末からサラワク先住民

支援のための署名運動を行っているので，猫の手も

借りたい忙しさだ。もし手伝って下さる方がいたら

大歓迎とのことである。

、

●会員になるには

会員（ニュースレターや資料をお送りします）

個人4,000円市民団体１万円

高校生以下2,000円企業，官庁５万円

賛助会員

個人５万円団体１０万円

以上の年会費を納めて下さい。

●出版物と販売資料

・熱帯林問題資料集600円〒200円

・森林保全と世界の木材貿易500円〒200円

・ＮＡＴＩＶＥＳＯＦＳＡＲＡＷＡＫ－Ｓｕｒｖｉｖａｌｉｎ

Ｂｏｒｎｅｏ'sVanishingForest（英文）

EvelyneHong著2,000円〒３００円

郵送料を添えてお申し込み下さい。
ノ
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ＪＶＣと熱帯林問題

ＪＶＣと熱帯林…妙な取り合わせと思うだろうか？

しかし，これをこじつけるには，さして努力を要し

ない。

例えばソマリアの難民キャンプ。先日ここを訪れ

た私は，一見して惜然となった。首都から車で半日，

それまで半砂漠とはいえ，一応ブッシュに覆われて

いた大地が，ここではむき出しだった。薪を求めて

人々が周囲から木々を剥ぎ取っていったためだ。移

住後のキャンプ跡地には，瓦撰と呼べるほどのもの

すら残されていない。「文明の跡に砂漠あり」，こん

な墓標でも立てたいような光景だ。

こうした，押し出された集団の仮り寝の地，難民

キャンプと砂漠製造業の問題は，ソマリアに限った

ことではない。パキスタン，スーダン等の例をご存

知の方も多いだろう。

人間の蝋天つば〃行為は，例えばＪｖｃが緊急医療

救援から復興援助へと駒を進めるに至ったエチオピ

アにおいても，その結果を端的に示している。エチ

オピアの干ばつで被害を受けた人々のことを，生態

学的難民と呼ぶ人も多い。森林など，生態系の破壊

が干ばつ。飢餓を招いた，そんな意味が込もってい

るらしい。森林破壊→干ばつ，という単純図式は好

きではない。が，これがエチオピアの悲劇の一つの

促進剤になっていることは否めない。私たちもエチ

オピアの緑をむしり取られた大地を目前にして，そ

う思わざるをえなかった。そのことが，「総合的復興

援助」という枠組の中で，帆木を植える〃という行

為につながって来たのだ。（ただしエチオピア．マー

シャ村付近は熱帯林ではないが）

こう言うと，それは彼らが自分で切って自分で困

っているのだから，自業自得，と思われるかも知れ

ない。しかし，熱帯林のその大半は開発途卜国に存

在している，という事実を考えていただきたい。先

進国と途上国は，下水路の上流と下流のようなもの

だ。同じ下水をその足元に流している。ただ違いは，

蓋を持つか否かだ。先進国では，汚ないものに蓋を

する。覆って決っして目に触れないようにしてしま

う。そして素知らぬ顔で，人の所へ流してしまう。

これが蓋を持たぬ途上国側で流れを集め，一挙に露

呈するのだ。代理戦争も，難民も，森林破壊も，飢

一利己主義な下水設計

餓も，同様にその一端であふれ出た汚水だ。もちろ

ん，その責任総てが私たちにある，とは言えないだ

ろう。しかし，私たちの流した汚水がその状況をよ

り複雑にしていることも，また，否定しようがない

だろう。

マレーシアの森を見れば，その関係が具体的に見

えてくるかも知れない。自分のしっぽを食う噺賜の

ように，消費のために消費し，自己矛盾を支え切れ

ず国内林業を見捨て，日本は木材をアジアの森で

食い荒らしている。マレーシアのサバ，サラワクの

木材筆輸出の６割は日本へ来ている。私たちは，これ

をコンクリートパネルに使い捨て，無くても困らな

い家具にする。そしてその森にもともと住んでいた

人々は住み家を，土地を，生活の糧を奪われ，今

(87年５月現在)，自らの最後の聖地を守るため，伐

採道封鎖という抵抗をしているのだ。

こういう事実の前で，私たちは，「森林破壊は焼き

畑のせいだ」とか「彼らが売りたがって切ってる」

とかで，言いのがれることができるだろうか。私に

は，それは，窓から川にゴミを投げ捨て，素知らぬ

顔をしているマンション人種の行為と同じに見える

のだ。

しかしなお，ＪＶＣはマレーシアと関係ないではな

いか，「難民問題にからんでというならわかるが，な

ぜ熱帯林なのだ」と疑問を持つ方がおられるだろう

か。…これ以上は蛇足になりそうだが，難民も，森

林破壊も，同様に我々の流した汚物が途上国側で露

呈したものに他ならない。ＪＶＣは，難民・飢餓とい

った断面から，この下水道にかかわり出したのだが，

この汚水と対決するには，こんなインチキでご都合

主義の配管設計を，少しでも修正していく必要が出

てくる。そして熱帯林問題も，こうした配管改修工

事を要する同じ下水道の断面なのだ。

こんな所が，何故私たちが，微力ながら熱帯林問

題に顔を出し，お手伝いをさせてもらったか，につ

いての私の理解。皆さんもぜひ，自分なりの結びつ

きについて考えていただきたい。案外ＪＶＣの活動を

とらえなおす，もう１つの視点が広がるかも知れな

いから…。（加納妙）

gゴ幸でeグマ冠煙ョ字句eゴ手もeョ幸で煙ゴ幸毛埋〆を哩矛も
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投稿

深夜の山谷を歩く

一山谷見学会一

大満邦彦

山谷ドヤ街を知ってますか

皆さんは，山谷ドヤ街と呼ばれる地域が東京都内

にあるのを御存知でしょうか。上野から地下鉄で３

つ目，南千住駅を降りて浅草方面に５分ほど歩くと

狙橋交差点に出ます。この交差点を中心に半径１キ

ロメートルの地域が，山谷ドヤ街と呼ばれているの

です。

ここには，約7000人の日雇い労務者が住みついて

います。ドヤとは安宿・簡易宿泊所のことです。た

った500平方メートルの土地に200～300軒のドヤ

が密集しています。労働者市場としての山谷は男の

街であり，また社会からの落伍者の隠れ場でもあり

ます。そのために，荒れた街，アルコールの街，果

ては無法地帯とまでいわれて社会から蔑視され，隔

絶されて，スラム化してきました。この状況に対し，

行政は山谷を正常な街に返す努力を試みましたが，

それは経済の好成長期の間だけでした。現在は「何

もしないことが最善の山谷対策」と傍観することに

とどまっています。

以上，山谷についての概要でしたが，山谷の名前

は知っていても，たいていの方は足を踏み入れたこ

ともないし，場所も御存知ないのではないでしょう

か。今年１月に，ＪＶＣの有志が初めて試みた山谷見

学会は，まさにこのような日本の中の忘れられた地

域の実態を把握し，各自が社会問題を考える機会に

したいという趣旨で始めたものです。１度限りの予

定だったのですが，参加希望者の続出により，その

後も月１回のペースで，４月まで４回にわたって開

いてきました。

この見学会で私たちが毎回お世話になった方が，

得野光志さんです。得野さんは，ＪＹＶＡ（日本青年

奉仕協会）から，山谷で活動しているボランティア

団体である山友会に派遣された方です。労働者のカ

ウンセラーを，この４月までされていました。得野

さんには，見学会の企画にアドバイスを頂いたり，

当日のガイド役をお願いしたり，宿泊とミーティン

グの場所として，山友会岩下センターを使用させて

頂いたり，至れり尽くせりでした。得野さんの御協

力があったからこそ，意義のある見学会として，こ

こまで続けられたと思います。

山谷見学一午後６時半から午前８時まで

山谷見学会の大きな柱は，山谷ドヤ街を少人数の

グループで歩いてみて，感じたことを語り合ったり，

質疑応答したりすることです。回を重ねるに連れて

参加者も増え，第１回目の６人から，先日の第４回

目では，１５人に増えました。もっとも，宿泊できる

人数の関係で，１度に20人ぐらいまでが限度ですが。

さて，それでは，先日４月１７日夜から翌朝にかけ

ての，第４回目山谷見学会の内容について報告しま

しょう。参加者は得野さんを入れて15人。夜６時半

に集合しました。参加メンバーは学生と社会人が半

々でした。私たちが宿泊，ミーティングに利用させ

て頂く山友会岩下センターは，昼間，山谷に住む高

齢の労働者のための保養施設に利用されている所で

す。

夜７時頃から山谷ドヤ街をざっと歩いて来ました。

山谷の夜は暮れるのが早く，夜の８時か９時迄には，

大部分の立ち飲みの居酒屋は閉店します。何しろ毎

日の仕事探しが朝の非常に早い時間ですから，夜ふ

かしもできないわけです。

今回の山谷見学会は，私たちにとって大きな意味

を持つものでした。というのは，第１回目からずっ

とお世話になってきた得野さんが，山友会のボラン

ティアの任期が切れてここを出られるということで，

得野さんにこのような形でお世話になる最後の見学

会だったからです。そこで，今回は今までの総決算

として，得野さんに頼らず，私たちＪＶＣの有志が各

グループのリーダーになって，自分たちなりに何を

見学し，どう考えていくか，各自企画することにし

ました。

夜９時を過ぎると，路上で野宿をしている人たち

の姿が多く目に止まりました。昨今の山谷は，全般

的な不況と企業のオートメーション化の影響を受け
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て労働力の需要がへり，１人が就業できるのは１カ

月の内たった３日間ぐらいです。１晩700円の素泊

り料金も支払えずに路上や公園に寝る人は全体の３

分の１にものぼります。冬になると寒い戸外，凍り

つく地面の上に寝て凍死するものが相つぐというこ

とです。誰にも看とられずにいつの間にかひっそり

とドヤの片隅みで死んでいく人と合わせると，その

数は年間90人にもなるそうです。車座になって路上

で酒盛りをしているおじさんたちの仲間に入れても

らい，よもやま話を聞いたりもしました。とても人

のいいおじさんたちで，山谷に入って20年余，かつ

て新宿副都心の高層ビルの建設に携わったという自

慢話等，長々と聞かせてもらいました。

その後，深夜から早朝にかけて，各自の感想を語

り合ったり，討論したりしました。朝，日が昇る前

から，山谷ドヤ街は人でいっぱいで，ものすごい活

気になります。おそらく，この時間が山谷の街の一

番生き生きとした時間でしょう。まず，玉姫公園で

の朝市を見学。泥棒市と呼ばれるぐらい，どこから

集めて来たのかわからない雑多な商品が並んでいま

す。ミュージック・テープの海賊版，紺のジャンバ

ー等が多いようです。

職業安定所は，６時半になると戸が開いて，わ－

つと労働者の一群があふれ込み，間もなく，また元

の平静が戻ってきます。ショッキングなことが１つ

ありました。玉姫公園の球技場で小学生が少年野球

の練習をしていましたが，高い金網で四方を囲まれ，

鍵がかけられた中でやっているのです。中で野宿で

きないようにという意味あいもあるのでしょうが，

山谷に住む住民と労働者の関係を，この高い金網が

象徴しているような気がします。

朝，８時頃には解散し，朝食後時間のある人は，

山友会の山友クリニック，岩下センターに分かれて

お手伝いをさせて頂きました。山友クリニックでは

ボランティアのお医者さんが，アルコール中毒の患

者さんの診療に当たっています。その建物の１階で

得野さんがカウンセラーの仕事をしています。私た

ちは，労働者の方のための，衣類，下着，ビスケッ

ト等の仕分け，配給の手伝いをしました。

見棄てられた街

以上が，第４回の山谷見学会の主な内容です。と

ころで，そもそも山谷という地域は，どのようにし

て成り立ってきたのでしょうか。昭和21年，東京都

は焼野原と化した山谷にテントを張り，上野地下道

に住みついた浮浪者を収容しました。これが山谷ド

ヤ街の始まりで，その後，経済の高度成長にともな

い建設労務者が盛んに求められ，山谷は一大日雇い

労務者供給市場となり繁栄しました。それと共に単

身者がどんどん流れ込んできて，スラム化したわけ

です。

今回，ミーティングで論議したことですが，山谷

は，大阪の釜ケ崎や横浜の寿町等の他のスラム，ひ

いては海外のバンコク，カルカッタのような所のス

ラムと比べても，実に特異な存在なのではないかと

いう話が出ました。何故なら，他のスラムと呼ばれ

ている地域には，貧しいながらも貧乏長屋での家族

ぐるみの生活があります。しかし，山谷の労働者は

皆，単身で暮らし，お互いを兄弟のようにつきあっ

て，孤独をまぎらしています。人間の最も基本的な

生活単位としての家族というものさえあれば，自分

の死んだ後も，子供という分身に遺志を託すことも

できます。このような，家族を持たないスラムとは，

まさに核家族化の進む現代日本の象徴のように思わ

れて，心寒くなる思いがします。

山谷の労働者の生活について考える時，私は，以

前に読んだ『あ秘野麦峠」や『サンダカン八番娼館」

を思い出します。前者は，明治･大正期の近代日本

繁栄の影での女工哀史，後者は，南洋の異国で春を

ひさぎ続けたからゆきさんについての作品ですが，

国の繁栄の中で，名も無き多くの人々が見棄てられ

ていったという点で，現在の山谷と何かつながって

いるように思われてなりません。

もともと１，２回だけで終る予定だった山谷見学

会も，一度参加したいという希望者の要望に応えて，

また，得野さんの厚意に甘え，もう４回を迎えまし

た。得野さんが山谷を出られるので，今後は後任の

渡辺一彦さんのお世話になります。未定の部分も多

いですが，とりあえず新規参加の希望者がいる間は，

また再び開きたいと思います。

なお，現在私たちＪＶＣの有志で，読み書きので

きない山谷の労働者の人たちのための識字教室“山

谷学級，'の運営に協力しています。隔週金曜日の夜

７：００～８：００に山谷兄弟伝道所でやっています。ボ

ランティア教師になっていただける人を探していま

すので，関心のある方は是非御連絡下さい。

連絡先大満公０３（９１０）０１８７

また山友会についての問い合せは，恋０３(874)1269

山友クリニックです。

※参考資料一山友会パンフレット，山谷一忘れられた日本
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援助の裏側で タイ・カンブチア国境より

元ノンチヤン補助給食プロジェクト会計担当蓮尾慶治

“女になりたい，,難民たち

タイ・カンプチア国境の難民キャンプにおける出

生率は世界一と言われている。それだけに，やたら

に子供が目につく。キャンプで生まれ育ち，まだ外

界を知らない子供も多い。

キャンプの子供も日本と同じように恋もする。初

恋はキャンプの中ということもある。その中には次

のような話もある。

１２歳になる男の子が近所に住む１歳下の子を好き

になった。その子はとてもきれいで，活発な子だっ

た。ある日みんなで貯水池に水遊びに行った時，こ

の男の子はあの子のを見てしまった。そしたらある

はずがないものがあったのである。彼女？Iま男の子

だったのである。

キャンプには男か女かわからないような子がたく

さん目につく。髪が長く，女の子の服装をしている

男の子が多い。これは食糧配給のやり方に原因があ

る。男子は戦闘員になり得るので，軍事援助は行わ

ないという国連の方針で，女子のみにしか配給され

ないのである。（もちろん３歳以下の幼児や栄養失

調児に関しては別だ）男の多い家族は十分な食料を

受け取れない。そのために男の子でも女の子として

育てられるということがよくある。

食糧配給をめぐって，援助する側とされる側の攻

防戦が繰り広げられる。される側は少しでも多く取

ろうとし，する側は必要なだけ援助しようとする。

その間で犠牲になるのが子供たちである。

国連の食糧配給を受けられるのは，身長110ｃｍ以

上の女子に限られている。食糧カードの配布は，対

象となり得る人々を柵の中に集め，一人ずつチェック

して行われる。大人たちはカードを手に入れるため，

子供にだましとることを教え込む。男の子には女装

させる。背の足らない子には，底上げのサンダルと

それを隠すためのサロンをはかせる。頭には大きな

帽子を被せる。背を測るときには，背伸びをするよ

うに教え込む。チェックする側としては，背の方は

調べやすい。しかし性別はそうはいかない。本人に

確認すると女と言い張っているが，どう見ても男に

見える時がある。このような場合，最終的に下腹部

をチェックすることが少なくない。もし男だったら，

この子は周囲の人々の潮笑を浴びて逃げていく。カ

ードを手に入れられなかったと知った親は，この子

に折濫を加える。もし女の子だったら……。なかに

は中学生ぐらいの子もいる。男と間違えられたうえ

に，外国人に下腹部をチェックされる。この時に受

ける心の傷の大きさは計り知れない。

キャンプは閉鎖されており，人々は生産手段を持

たない。生きていくためには，外部からの援助に依

存せざるを得ない。そのために援助する側とされる

側の上下関係が，はっきりできあがってしまってい

る。される側もする側にへりくだる。する側の中に

も，自分たちが彼らの上にあることがさも当然であ

るかのように振舞っている者が少なくない。このよ

うな中で，彼らが人間としての尊厳を保つことは困

難である。

治安上の問題も多い。タイ兵，クメール兵，山賊

による強盗，レイプ事件も少なくない。しばしば夫

や親の目の前でレイプされるが，相手が武器を所持

しているために防げない。キャンプ内外でのクメー

ル兵，タイ兵，ベトナム軍による内輪もめや戦闘の

ため，キャンプ内に弾が飛んでくることもある。キ

ャンプの中で安心して暮らしていくことはできない

のである。

若者にとって問題なのは，徴兵と教育・仕事の機

会が少ないことである。成人のうち半分以上は職を

持たない。職場は非常に限られており，カンプチア

人のAdministration(行政担当），援助団体及び不

法行為である商売ぐらいである。勉強したくとも，

一般の人々に認められているのは初等教育だけであ

る。学校がないばかりか，本も手に入れることがで

きず，独学もままならない。また成人男子の半分近

くが兵役についている。戦闘や地雷のために足を失

ったり，体が不自由になっている者が目につく。

同年代のカンプチア人と接し，いかに日本が恵ま

れているかを再認識した。と同時に，いかに多くの

日本人がその機会を自ら放棄しているかを。

彼らが人間らしい生活をできるようになるのは，

いつのことであろうか。彼らの目には，明るい未来

も希望もまだ見えない。

Ｔｒｉａｌ＆Error７０
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|カオイダン・キャンプ

|国境の難民村’

一ＫＤ（ＫＡＯ－Ｉ－ＤＡＮＧＣＡＲＤ保持者）
８３年２月以前にキャンプに到着した。
第三国定住の申請ができる。

(タイ政府が認めた）-FＣ§舞淵,LJb殿詔I騨詞ブに到着。難民

第三国定住の申請ができる。

－ＲＣＩ瑳珊雌聖露悪１着｡85年９月に驚録。
食糧の配給は受けられるが，第三国に行く可能性
はない。

不法入国者職繍礁寧府の管理下にあり，現在はタイ領域
身長110ｃｍ以上の女子にのみ食糧配給がある。

※ＫＤ，ＦＣで第三国定住を認められなかった者とＲＣはカオイダン・キャンプ閉鎖に伴い国境に帰される。

難民がカンブチア国内に帰れない理由

国境のカンプチア難民は，正式には難民ではない。

単なる不法入国者，避難民にすぎない。あるいは３

派連合政府下のカンプチア国民ともいえる。３派連

合は国連において正式にカンプチアを代表する政府

として承認されている。しかし，国内にはその拠点

を持たない。国内で実権を持っているのは，ヘン・

サムリン政権である。８４年末のベトナムーヘン・サ

ムリン軍による乾季攻勢によって，３派の拠点はす

べてつぶされてタイ領内に移動した。

３派連合はシアヌーク，ソン・サン，ポル・ポト（ク

メール・ルージュ）の３派から成る。国境のキャン

プはそれぞれ３派に属し，主なキャンプは，ソン・

サン派のサイト２（約14万人)，シアヌーク派のサイ

トＢ（約４万人)，クメール・ルージュのサイト８

(約３万人）である。全人口は約25万人である。３

派連合政府下の人々としてはたいした数ではないが，

難民としてはかなりの人数である。

この３派連合を支持しているのは，欧米，ＡＳＥＡＮ

諸国，中国，日本等である。財政的にはアメリカ，

日本，軍事的には中国の果たす役割が大きい。簡単

にいえば，アメリカとASEANは，反共，反越で，中

国は反ソ，反越で，日本はアメリカやＡＳＥＡＮとの

関係で３派を支持しているといえる。

国境のカンプチア人たちの願いは，平和な祖国に

戻ることである。平和なカンプチアは，ベトナム軍が

撤退し，ポル・ポトが復帰せず,ポル・ポトによって破

壊された国内が再建され安定した時に初めて実現する。

しかし，現状はそれには程遠い。ベトナム軍は今

だに国内に駐留を続けている。国際的に認められて

いる３派連合にはポル・ポトが含まれている。国内

の再建も３派のゲリラとの戦闘のために，なかなか

力を入れることができない。そのうえに援助も東側

諸国の一部によるものだけで，西側諸国のは入って

おらず，国連によるものも十分ではない。

国境の人々が本国帰還できない理由としてまずあ

げられるのが，ベトナム軍の存在である。日本を含

む３派連合支持国はベトナム軍の即時撤退を求め，

経済援助も制限している。ベトナムは世界の最貧国

の一つに数えられる国である。ベトナム戦争で傷つい

た国内の再建に取り組まなければならないはずであ

る。その国がカンプチアに軍隊を駐留させ，多額の金

を注ぎ込んでいる。国際的非難を浴びて弧立し，経

済援助もストップさせられるという犠牲も払っている。

なぜだろうか。ベトナムがカンプチアに軍を進めた

のは，ポル・ポト軍に攻撃されたからである。ポル・

ポトを排除し，隣国が反越にならないようにしなけ

れば，安心して国内再建に取り組めない，との判断

がそこにあったと思われる。現在，ヘン・サムリン，シ

アヌーク，ソン・サン，クメール・ルージュの中で最強

の軍隊を持っているのは，ルージュと言われる。つ

まり，ベトナム軍が完全に撤退すれば，再びクメー

ル・ルージュが権力を握る恐れがある。これが引きた

くとも引けないベトナムの理由ではないだろうか。

ポル・ポトを恐れているのは，カンプチア人も同様，

いやそれ以上であろう。国境を含めたほとんどすべての

カンプチア人にとって，ポル・ポトはベトナム以上におぞ

ましい存在なのである。ポル・ポト派と手を組んでベト

ナムと戦っているソン･サン派の人々でさえ，ベトナム

よりもポル・ポトか嫌いなのである。どのカンプチア人に

聞いても，ポル・ポトをベトナムと比べて，同じとは言っ

ても，ベトナムの方がいやだというものはいないぐ

らいである。

このポル・ポトの存在がカンプチア問題解決の大

きな障害となっている。シアヌーク，ソン・サン両

派がポル・ポト派と手を組んだのは，彼らの軍事力

がなければ戦うことは不可能だったからである。こ

の軍事力を支えているのは中国である。中国の支援

なしでは，ゲリラ活動を続けることはできない。

（つづく）

－１７－ Trial＆Error７０



僕がはしを持ち歩くワケ

山口誠史

「はい，お待ち～い｣。運ばれてきたラーメンを前

に，僕はおもむろにかばんを開けて，中からはし入

れに入ったはしをとり出します。ほとんど同時に，

チャーシューメンが運ばれてきたとなりのおっさん

は，「なんだ，こいつは」といった顔で僕を横目でに

らみつつ，口さきにはさんだワリバシをパチッと割

って，いきなりチャーシューに挑みます。僕はと言

うと，なにせふつうのラーメンには，チャーシュー

は１枚しかないので，あとの楽しみにとっておき，

とりあえずメンからはじめます。しかし，このメン

というやつは，丸いぬりばしでどうもつかまえにく

いものです。やはり，ラーメンやそばは，ワリバシ

の方が食べやすい。しかし僕は，かたくなにワリバ

シを拒みつつ，自分のはしを使っているのです。

僕がはしを持ち歩きはじめたのは，実はごく最近

のことです。ソマリアでの２年近くの活動から戻っ

てきたのが昨年末。帰国報告会の準備などをしてい

る時に，熱帯林を守る運動をしている人たちと知り

合ったのがきっかけでした。僕のソマリアでの仕事

は，財務担当がメインでしたが，最後の半年間は，

希望して，エチオピアとの国境に近い半砂漠地帯の

ルークで植林を行いました。植林とはいってもごく

小さいスケールで，難民１人１人が自分の家の周囲

に，自ら木を植えることによって，難民キャンプを

緑でおおうという計画です。僕がこの計画を思いつ

いたのは，元々木が少なかったルーク地区で，大量

流入してきた難民たちが生活のために木を切り，そ

れによって急速に大地がまる裸になっていくのを目

のあたりにしたからです。帰国報告会や地方紙への

投稿も，そのへんに中心をおきました。したがって，

現在急速に失なわれつつある熱帯林を守っていこう

という運動は，僕にとって入ごととは思えなかった

のです。

ワリバシを使わずはしを持ち歩く人々がいるとい

うことは，それ以前にも知っていました。しかし当

時は，何か自己満足のためにやっているように思え

て，「こいつら何やってんだ。わざとらしいやっちゃ

な～」などと考えていました。また，ワリバシは，

〃ｙＤＥＩＡＲＦ厨ZEZVD

林業経営の過程で枝打ちして不要になった枝から作

るもので，資源の有効利用になるんだとも聞いてい

ました。しかしあとで知ったのですが，たしかにそ

ういうはしもあるそうですが，それはスギやヒノキ

の高級ワリバシで，ラーメン屋やそば屋に置いてあ

る，３０本ぐらいはし立てにつっこんであるやつは，

熱帯林から大量生産されたもののようです。そうし

たワリバシが，フィリピンやインドネシア，中国な

どから大量に輸入されているのです。

こうして日本にやってきたワリバシは，たった１

回だけ使われて，あとは捨てられてしまいます。な

んとも，もったいない話だと思いませんか？とはい

え，熱帯林の破壊にとって，ワリバシはとても小さ

な部分しかしめていません。仮に，日本中でワリバ

シの使用をやめても，熱帯林の破壊を止めることは

できないでしょう。では，ワリバシを使わないで自

分のはしを持ち歩くということは，意味のないこと

なのでしょうか？

砂漠化の現状を目のあたりにして，ただ木を１本

ずつ植えていくことしかできなかった僕にとって，

それでもはしを持ち歩くことは意味があります。な

ぜならば，ただ１度だけで捨ててしまうワリバシを

使わないということは，資源の無駄を極力しないで

生活するという，僕自身のライフスタイルの主張な

のです。

現代の日本に住んでいると，ただ生活しているだ

けで，ものすごくたくさんのエネルギーを浪費し，

環境破壊に直接的間接的に加担しています。そうし

た現実を認めつつ，少しでもエネルギーを節約した

り，地球を守ったり，また，世の中の不公平をなく

すようにしたいというのが僕の願いです。そんな方

向へライフスタイルを変えることは，急にはできま

せん。少しずつ，身近なところから変えていかなけ

ればなりません。そして，ワリバシを使わず自分の

はしを持ち歩くということは，僕にとって，ライフ

スタイルの確立に向けての身近な第一歩なのです。

もし，ラーメンを前におもむろにはしをとり出した僕

を見て，「あんちゃん，なにやってんだい？」と聞いて

くるおっさんがいたら，「だって，ワリバシって１回っ

きりで捨てちゃうでしよ」と答えようと思います。そ

んなところから会話が始まり，生活を変えなくては

いけないんだということをわかってくれる人が１人で

も増えたら，とてもすてきなことだと思います。

Trial＆Ｅｒｒｏｒ７０ －１８－



ソマリアの日々－④

水汲み嘘重し，されどまた楽し 蕊

ボンボコ，ボンボコ，ボンボコ，ボン，女の子た

ちが片手にプラスチックのバケツを，もう一方の手

に木の棒を持ち，太鼓打ちよろしくリズムをとり楽

しそうに道を行く。

「ビヨ，ミヤ？」（水汲み？）

「ハァー｡」（うん）

ジャボレには，給水場が一カ所しかない。ＳＲＷＵ

(SouthRefugeeWaterUnit）という団体がシュベ

リ河からポンプで水を揚げ，薬で消毒してからパイ

プに通したので，人々は蛇口から水が汲めるように

なっている。その給水場へ生活用水を汲みに行くの

が，女の人，子供たちの日課のひとつだ。

その給水場に近い所に家がある人たちはいいのだ

が，遠い所では１Ｋｍ以上も離れた所に住んでいる

人もいて，そんな人たちにしたら水汲みは大仕事で

ある。ある日こんな話を聞いた。子供がプラスチッ

クポットを持って炎天下水を汲みに行く。彼はポッ

トをいっぱいにし，暑い中一生懸命水を運んでくる。

ところが，かんかん照りの中重いポットを持って遠

い道のりを歩いてきたものだから，のどがからから。

家に着くと思い切りその水を飲んでしまう。結局，

ポットの中の水は半分程に。ちょっと聞くと滑稽な

そんな話を笑い話のような口振りで話してくれたの

だけれど，よくよく考えてみると，彼ら，彼女らに

とったら深刻な問題である。重い，水は重いのであ

る。水を毎日，暑い中。ソマリアの地はとにかく暑

水汲みは子どもたちの仕事

iii蕊i；

織蕊蕊蕊識蕊
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庄 司美

い。遠い距離を１日に数回も運ぶのだから大変だ。

家の中の水道をちょっとひねればいくらでも水が出

てくるのとはわけが違う。

さて，じああ，私たちＪＶＣメンバーはどうしてる

かというと食堂にドラム缶がひとつ置いてあり，ろ

ばさんに給水場から運んで来てもらう。（ろばは荷

車を引き，荷車の上にもドラム缶が載っている）そ

のドラム缶に入れてもらった水を，飲用に，洗濯用

に，水浴び用につまり生活全般に使うわけである。

水浴びの時がくせもの。ドラム缶からバケツに水

を汲み，ほんの数十メートル離れたシャワー室に運

ぶ。身体だけの時はバケツ－杯で済むけれど，頭を

洗う時は２～３回往復する。毎日それをやるだけで

ヒイコラ言ってしまう。そんなものだから，もとも

とズボラな私はすぐに「もういいや。今日は水浴び

やめよう」ということになる。（きったねぇなぁ）

水運びとは楽ではないのだ。それなのに,人々は

毎日毎日遠い人は往復２Ｋｍ以上も歩いて汲みに行

くのだから大変だ。大変だぁ.／

…とばかり思っていた。ところが，ある日気がつ

いたのである。冒頭に書いたように，女の子たちは

行きは空のバケツを太鼓にしてけつこう楽しそう。

それによく見ると，たいてい女の人も女の子も（男

の子の場合はちょっと違うけれど）知り合い同士，

あるいは近所の人同士連れ立って水汲みに出かける。

そういえば，私は知る人ぞ知る蛾鐘紡の社宅〃で

生まれ育ったのだけれども，その社宅では各家にお

風呂がついておらず，社宅の中に１個大浴場という

のがあった。その，たかが狭い社宅の中のたかがお

風呂に行くのに，毎日のように隣り近所誘い合わせ

て行った。

「奥さん，そろそろお風呂行かへん？」「Ｂちゃん

行くでえ」「ほな，マコちゃんとおばさんにも言うて

くるわ」そしてくちゃくちゃくちゃくちゃと出かけ

て行くのである。

そんなことを思い出した。よく似ているのである｡

もとよりおしゃべりの大好きなソマリア人。もしか

したら，そうやって水汲みに歩いて行くことを楽し

んでいる部分もあるかもしれない。

－１９－ Trial＆Error７０
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５月の動き

られ，大いに盛り上った。

グリーンウォークを通じて集った募金は，ＪＶＣエ

チオピアの総合的復興プロジェクトと，ＰＰＰ(Peo‐

pletoPeoplePartnership）を通してフィリピンの

農村開発プロジェクトに送られることになっている。

企画を立ててくれた人々，当日道案内等の手伝いを

してくれた人々，そしてスポンサーを募り歩いてく

れた人々に心から感謝したい。

プロジェクトを通して第３世界の人々の暮しと日

本の市民生活の結び手になろうとしているＪＶＣとし

ては，今後こうした企画を'恒例のものにしてゆきた

い。市民が気軽に参加でき，共に汗を流す。そして

プロジェクトを資金的に支えてゆく，「楽しい」企

画である。ウォークに限らず，企画立案を広く募集

します。不器用な担当者を助けて下さい。

担当林

鱗
東京グリーンウォーク'8７

５月１０日(日)両国から四ツ谷まで約１６kｍ，１２の

公園を結ぶチャリティ・ウォークが行われた。主催は

欧米人英語教師を中心とするハンガーアクションネ

ットワーク。昨年の山の手線一周ウォークと同様の

スポンサー方式による募金集めを兼ねた催し物であ

る。歩き手が前もって友人．家族等のスポンサーを

募り，一公園歩く度に○○円という約束をしておき，

歩き終えた後通過した公園の数に従って集金し，募

金口座に振り込むというもの。

当日は，約450人の参加者が両国公園に集まり，

パントマイムとゴリラの縫いぐるみに見送られ，新

緑の東京へ出発した。その模様は昼のＮＨＫニュー

スに流され，地元の町内会からも今後の協力の申し

出があった。コースの中程にあたるＪＶＣオフィス

は休憩所として開放され，弁当を食べる人，Ｔシャ

ツを買う人，会員になる人まであらわれた。神田明

神大祭と重なったため多少の混乱はしたものの，こ

れも５月の風物詩。後半の神田川沿いの道は，そよ

風の快い並木道，寄りそうアベックを横目にほとん

どの人が最後まで歩き通した。終了後の打ちあげパ

ーティには，疲れにもめげず１００人以上の人が参加

し，映画。スライドを使っての活動報告，ロックコ

ンサート，劇団ＪＶＣによるパントマイム劇が演じ

強凶

｡●自由■勺■■申■■q
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◆

｢田植えでこんなに大げさなことはしたととがない」

とのことであった。

ともかく，白いテープの張られたコース（？）に

並び，うしろ向きに５列ずつ植えていった。生まれ

て始めて田んぽに入る者，２０年ぶりに田植えをする

者でとても“援農隊”にはほど遠い。最近は農家で

も機械で田植えを行っているが，さすがプロのお百

姓さん，私たちが１とおり植える間にもう３回目に

入っている。

近所の農家の人に助けられながらも約２時間ほど

で２枚分の田植えを終えることができた。ころよくお

なかもすいて，農場の近くの生活クラブ生協の奥さ

んたちがつくったおむすびの山があっという間にな

くなった。次は草むしり。“援農隊”の皆さんまた

お願いします。

Trial＆Error７０ －２０－

東金田植え祭り

東金農場にも田植えの季節が来た。４月下旬から

カラカラ天気が続いていたが，５月１７日にはやっと

まとまった雨が降り，絶好の田植え日和となった。

まずは古式にのっとり神主さんがお被いをし，田

の神に五穀豊暁を祈願するところから始まった。昔

はこんなことをしていたのかと参加者（約25人）は

神妙に聞いていたのだが，後で聞くところによると
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1987年５月２５日現在

ＪＶＣプロジエクト

溌撒

活動地名

東京本部

神奈川県

(ＪＶＣ神奈川〉

｢百天国丙１

活動 内 容

渉外，唄業計画，資金調達，ボランティア凋轄，会計，
総務，梢報収集および広報等。
機関誌「トライアル・アンド。-ニラー」発行。
ＪＶＣ説明会一・毎月第１月曜日午後６時～９時藍’

第３上曜口午後１時～４時

学習会ノ１１回午後６時～９時

（希望者にはハガキにて連絡）

神奈川県内における渉外，
調達等を行う。

事業計画,，､情報収集，資金

神奈川県及び県内の市民団体との共|胴f業の企両，運
営。定住難民プロジニクトのコーーディネーーション

ＪＶＣ説明会一毎月第１，第３火曜口
午後６時～９時

毎月第２愈曜口午後１時～４時

●定住難民プロジェクト

プロジェクトの燈人公は定住難民の人々だ，という
原点にたち返り，新しいわく組でプロジェクト泰再
スタートした。名称も「日本語家庭教師プロジェク
ト豊から「定住難民プロジェクト」に変えた。
活動も口本語教授だけでなく，生活相談や，医療，
法律，ケースヮー･カーにおける専門家のアドバイス

を行いながら，お瓦いの学習会，さらに定住者がよ
り日本社会になじんでもらえるようなイベントを企
壷していく。

●東金農場

60ａの田植えは終わり，畑では:､ウモロコシ，さつ
まいもの作付を行った。菜つば類は地元の催協など
に出荷を始めている。

出資|､｣１体

全国社会福祉協
議会

ﾛb

L

■

ｊＡ

ジャパン・タイムズ

神奈川県福祉部
横浜キワヱスク

ラブ,・
全国老人クラブ

連合会

担、1１者

岩崎駿介<代表）

尾野昌子<事務局長）

加納妙，佐々木占保，
林達雄，前Ii1月代，
鴇田汽芳，，j:西勇，

常安光デ，岩崎美佐子，
アイネス。バスカピル

;::1-]誠史

露 一

山:I誠史，

他約60人

ﾉ本勝幸

エチオピア

ザ

§

カ
サ
●
◆
イ
イ

『
，
，

可クル，

メリノール修道

i二会，
全国老人クラブ

連合会，

バンド・エイド，
日木漫両会協会，
東京グリーン・
ウォーク

内山田康，伊藤達男，

伊藤幸子，久田信一郎，
有木敦j疹・，

イエットベルク，ソＴ］モ

ン，バレタ，フニテルワ

ルク，ダ．ご-エル

蝋瀞
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活動地名

FZﾏーﾜーﾃ１
マガネイ・土ヤンプ

（ケドー郡＞

ジャポレ・キャンプ

〔ヒラン郡）

/プノンペン１
カンダール省

(裟縦嘗省ノ

カンプチア

活 動内容

ソマリア全体が呼び干ばつに見舞われている。昨年１０
～11Hにかけての小雨季に例年ほどの雨が降らず，加
えて今年３月からの雨季も遅れているためだ。同連機
関とソマリア政府の調査によると，ソマリア全18郡の
うち:2郡が深刻であるという。すでに|玉I連機関やＮＧＯ
が緊急救援に入っている蜜

⑨農業による自立促進

ルー・ク地区も雨季の到来が遅れ，穀類の種まきがで
きないでいた。しかし５jj23Hに大雨が降り，洪水
により用水路やポンプに被害を受けたものの，１カ
ノj遅れの作付が可能となった:,一方，農場の拡張工
唄は最後の追い込みに入っている。

●コミュニティサービス／収入プロジェクト

約３カ月間の調査をもとに最終的な検討を加えてい
る。

マグドール・キャンプ時代からここの新難民に食糧援

助をしてきたＳＲＣＳ（サウジアラビアの聞体＞がＮＲＣ

<ソマリア政府の難民局）に働きかけ，ＪＶＣに代って
医療プ衝ジ.言クトも実施したいとＪＶＣに通達してき
た。現場での協議を重ね，ＪＶＣの建設した施設も含
めてＳＲＣＳに引き継ぐことにした。その他のプロジェ

クトも再考''１である。

●カンプチアの人々への総合的人道援助

建築:f』の救援のためのワーークショップ／技術学校は

７月１１Ｆ１に落成式をｒ定している。

86年]１月中にユニセフ・プノンペンと補助栄養給食
プログラムにおける協力を合意巻看護婦（マリ・・
キャマル＞が到着。調査と交渉を開始した。

プノンペン市に芝刈り機，ゴミ箱用の資材を提供。
〔〕ＸＦＡＭと共同でﾉ|:戸掘りも行っている。

1．救援のためのワ・・クショップ／技術学校

６月''１に建築完ｒｏ７月1ｺロ落成式。

各支援団体の訪問を申請HfI。

2．井戸堀り／給水

プレイベン省・スパイリエン省で継続中

(ＯＸＦＡＭと共ロ）

3．プレック・どノウ孤児院援助

男子用宿舎，手Ｌ芸室，浴室の補修・建設完成
トンレサップ川からの水浄化システムを計画〔↑’

4．補助栄養給食
ユ987年度からＵＮＩ<)出，と共同で栄養不良の子
どもたちを対象に桁う。プノンペン市内ＲＩＮＥ

センター活動に協力。

出資団体

ＵＮＨＣＲ，

Ｒ,.’・ジャパン，

創価学会文化・
平和運動事務局

朝日新聞厚生文

化領業団

円本胃年会議所，
関東地区協議会，
国際平和基金，
全国老人クラブ

連合会，
創価学会文化平

和運動事務局，
モラロジ程ＭＩＲＣ，
立正佼成会，

自動車労連，
庭野平和財･符I．

ＩＬＣチャリテオ

グループ〉
西本願寺，
誇興寺ダーナ蛙

金＞
高岡青年僧侶会

担当者

鴫紀晶，シアッド，
荻ノ追善六，船ｊＩ;秀夫，
中岡哲也，青井千恵，
マーシャ石井，
モハメッド，ラシッド，

ハジ，アオキ，アブ･デイ

・ジョブ，フセイン，ア
ハメッド，ハッサン

浜野敏了，米淫聡，
庄両美，シュクリ，
ハッサン，アブディ，
シュイク・アブディ

熊岡路矢，蓑田健．．，
蓑冊玲？，馬清，

マリーー・牛へ,マル



活動地名

ー一一1

タイ
ノでンコク､１１務所

カオイダン

(カンプチァ

難民キャンプ）

国境のサイト２，

ノンチャン

(カンプチア

難民村）

バナニコム

（第三国定住待ち

難民一次収容施設）

地域開発

(バン画ク':j内の

スラム地区）

活 動内容

渉外，事業計両，盗金調達，ポﾗﾝﾃｨｱ調整，会訪
総務，情報収集および底報，バザー，ｔｌ].本のセ･ル。

李･Ｉ:ＩｊＦ－二･一･ズ・レター」（英譜・タイ語）充ｆ』:。

●西崎憲司記念技術学校

キャンプ内の生活に対する制約は徐々に厳しくなっ
ている。ブラック・マーケットへのしめつけや救援
団体によるプロジェクト機材の持ち込みにも繁雑な
丁続きが必要になった。現在の生徒数は639人。

●補助給食

妊産婦乳幼児を対象に，栄養教育，ドライパック
の配給をしている。また週一凶はライ病，結核患者
にもＫライパックを支給している。

４ﾉj後半には妊産婦のスクリざニングが実施され，
683人が登録された。

結核患巻栄養不良児やその母親，託児所の子供た
ちには食事の配給も行われている。

●文化オリエンテーション

。{;木定住予定者

①日本語学習の基礎（読み，詩き，聞き取り）
②口本語のＨ常会話の習得

③口本に関する概略的な理解を促す

④渡航に必要な事柄への理解と実科

・’1木以外の国への定住予定者に手続きの理解を

深める。

④子供レクリエーション・プログラム

‐般生活常識を通して自然科学のｊ,嘩礎を教える。

●奨学金援助

スラム在住児童が小学校（６年間＞を卒業できるよ
う援助している。本年度の対象者は10のスラムで'６
校250人。

●クロントイ図書館

クロントイスラム住民の就学前児童から成人までを

対象としている。121叉における新図書館建設のたぬ，
ＮＨＡ（住宅公社）と交渉巾。
●移動図書

ラプレ。，ナンシーのスラムで了供向け図書を:i]心

に回覧。

●移動学習センター<プラティ･プ財団，ＦFSC，ＪＳＲＣ
との共同プｒ１ジェクト）

９のスラムで学習の機会のない了供たちのため人形

劇などで教育を行っている。
●再定住

ラッカパン地区において再定住したバン.ゴク市内の
スラムの人たちへの資材援助〈長期資金貸与方式)。

人材派遣プロジェクト

辱項ﾝ鰯，
フィリピン ･国際移民委員会（ＩＣＭ）・第三国定住:手続きにとも

なう医療業務及びキャンプ内でのプライマリ・ヘル

スケア．．。

－２３－

出資剛体

全国祇会福祉協

識

ＵＮＨＣＲ

Ｒ､Ｉ･ジ牛パン

ＷＦＰ/ＵＮＢＲＯ

天理教千一葉

モラ”ジーＭＩＲｑ
Ｎ'１１Ｖ，ＪＯＦＩＣ，

庭野平FlI財町，
京都国際,瀞年委

員会

城西病院

担当者

クリ

矢野和鴬谷lll博史，

ソムヨット・ラタナタム，

パイトゥーン・チマチュイ

テリーース，ブーム，

チャンチャィ，トンバィ，

スピチャ，北代るり，
ソムサック，カレン，

ニツ，前野博美

石原淑篭落合正幸，
アナン・ブッダミジンパ

フーィ，ウィパ・ロンプル

ヴァラナ･‐卜･チュンクン，
リムルァィ・ジョンヨ・・

クラン，アル･一生・・・スニ

ットムンヴアイ，リーラ

・クンナロン，スワン・

リンサムパン，コメン。

スン･サマラヤ，

柴剛久寿子

石井弘代

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７０
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発行日昭和62年６月20日発行(毎月２０日発行)通巻70号
昭和57年９月16日第三種郵便物認可

ＪＶＣの活動とその目的に御理解を

しJVCとは－ＪapanlntemationalVohmteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です｡､1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めてい1た日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは,活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人。団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪＶＣは，人種，国籍，習'慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

しＪＶＣの会員募集について－会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報｡資料の入手，各種の

活動・報告会・上映会・学習会等へ参加することができま

す。また正会員には自動的に，機関誌（Ｔ/Ｅ）をお送りい

たします。会員の種別と年会費は以下の通りです。

､正会員(惑熱:::::重重員捌
・賛助会員金品による支援（金額は自由です｡）

し機関誌『Ｔｒｉａｌ＆Error』のみの購読について

・毎号１冊送付年間購読料3,000円

・毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京５－４８３６５加入者名一ＪＶＣ会員係

②Ｔ/Ｅ：東京３－５４１８６加入者名一ＪＶＣ東京事務所

(住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい。）（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい。）

編集後記‘

し熱帯林問題を特集に取り上げたのはいいが，この問題の

多様性と複雑さに立ち往生してしまった。まるで密林の中

に入りこみ，出口がわからなくなってしまったようなもの

だ。それがなんとか出口まで来ることができたのは熱帯林

行動ネットワークの皆さん，黒田さんのおかげである。木

材の流通機構については木材輸入協会の松木さんや東和木

材の井上さんに詳しく教えていただいたし，日商岩井の藤

原さん，好宮さんにも企業秘密(？)の一端を披露していた

だいた。まだまだ食い足りない部分が多いが，次の機会に

はもっとつっこんだものにしたい。ともかく皆さんのおかげ

でできたこの70号，紙くずとならないことを祈りたい。

しみなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ､アフリカ難民救援募金（５月小計10,000円）アフリ

カの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われます。

Ｂ・グリーン・フォー°アフリカ募金（５月小計38,400円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

Ｃ,インドシナ難民救援募金（５月小計2,000円）タイ国

内にある各難民キャンプのプロジェクト費にあてられます。

Ｄ・カンプチア募金（５月小計52,000円）カンプ

チア国内の復興のために使われます。

Ｅ，スラム募金（５月小計8,500円）バンコ

ク市内のスラムにおける生活向上のためのプロジェクト及

び図書活動に使われます。

Ｆ・デッグ･スラム奨学金・募金（５月小計181,000円）バンコ

ク市内のスラムの子供達が学校へ通う費用を援助します。

Ｇ･定住難民募金（５月小計4,300円）定住難

民のための日本語教材費と家庭教師の交通費に使われます。

Ｈ・ＪＶＣ運営経費募金（５月小計50,000円）現場を

支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われます。

Ｉ・無指定募金（５月小計174,644円）

接送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

東京９－２７４９５（募金種目名をご記入下さい｡）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所

昭和62年６月２０日発行(毎月２０日発行）

編集人前川昌代

発行人星野昌子

発行所日本国際ボランティアセンター(ＪＶＣ)東京事務所

〒113東京都文京区湯島３－１－４会田ビル５階

衝0３（834）２３８８Telex:2323187ＪＶＣＨＱＪ

バンコク事務所ＪＶＣＴＨＡＩＬＡＮＤ

２９/３SoiSaengchan,Sukhumvit40，
Ｒａｍａ４Ｒｏａｄ，BangkoklO110・
衝391-1117

Telex:87032ＣＯＭＳＥＲＶＴＨ

ソマリア事務所ＪＶＣＳＯＭＡＬＩＡ

ｃ/ｏＵＮＨＣＲＰ.Ｏ・Ｂｏｘ２９２５

Ｍｏｇａｄｉｓｈｕ，
Telex:７９４ＨＩＣＯＭＲＥＦＳＭ

エチオピアＪＶＣＥＴＨＩＯＰＩＡ

事務所Ｐ.Ｏ・Box6941AddisAbaba

カンプチアＪＶＣＫＡＭＰＵＣＨＥＡ

事務所２０３MonoromHotelPhnomPenh

Letter：c/ｂｌＣＲＣ，Ｐ.Ｏ・Boxll-1492

Bangkok，

印刷所（株)ベスト・プリンティング

＊本誌の記事・写真等の無断転載。複写を禁じます。

定価送料共３００円
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